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今
年
は
大
学
部
開
設
１
２
５
年
に
当
た
り
ま
す
。
１
８
９
０
（
明
治

23
）
年
、
福
澤
諭
吉
の
依
頼
に
応
え
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
総
長
エ
リ
オ
ッ
ト

が
送
っ
た
リ
ス
カ
ム
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
、
ウ
ィ
グ
モ
ア
を
主
任
教
授
と
し

て
文
学
・
理
財
・
法
律
３
科
か
ら
な
る
大
学
部
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
高
等
教
育
の
始
ま
り
で
す
が
、
慶
應
義
塾
は
そ
れ
以
前
か
ら

文
理
融
合
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も

そ
の
伝
統
は
守
ら
れ
、
例
え
ば
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

広
く
か
つ
深
い
専
門
性
を
備
え
た
博
士
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
５
年
一
貫

の
文
理
融
合
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
文
部
科
学
省
が
文
系
学
部
の
整
理
統
合
の
方
針
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
こ
そ
独
創
性
を
養
う
文
理
融
合
の
教
育
が
必

要
で
す
。
理
工
学
部
の
前
身
で
あ
る
藤
原
工
業
大
学
は
昭
和
14
年
、
塾
員

で
王
子
製
紙
の
創
業
者
藤
原
銀
次
郎
が
私
財
を
投
じ
て
設
立
し
、
小
泉
信

三
塾
長
が
学
長
を
兼
任
、
初
代
学
部
長
に
は
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
海
軍

造
兵
中
将
谷
村
豊
太
郎
が
就
任
し
ま
し
た
。
藤
原
が
「
す
ぐ
役
に
立
つ
」

人
材
を
造
れ
と
要
求
す
る
と
、
谷
村
が
す
ぐ
役
に
立
つ
人
間
は
「
す
ぐ
役

に
立
た
な
く
な
る
」
と
応
酬
し
た
話
は
有
名
で
す
。
開
学
式
で
小
泉
は
、

人
文
科
学
の
発
達
の
伴
わ
な
い
技
術
学
の
発
達
は
時
と
し
て
有
害
で
さ
え

あ
る
と
強
調
し
、
学
部
長
就
任
式
で
谷
村
は
、
大
き
な
建
築
に
は
大
き
な

基
礎
工
事
が
い
る
よ
う
に
、
技
術
家
と
し
て
大
成
す
る
に
は
人
文
学
を
含

ん
だ
学
習
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
帝
国
大
学
が
生
ん
だ「
官
」

の
人
谷
村
と
福
澤
の
膝
下
で
育
っ
た
「
民
」
の
人
小
泉
が
教
育
観
を
共
有

し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
す
。

　

昭
和
18
年
、
東
条
内
閣
は
大
規
模
な
学
徒
動
員
と
、
理
工
系
学
校
の
拡

充
、
文
科
系
学
校
の
統
合
縮
小
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
８
年
前
に

再
来
日
し
た
ウ
ィ
グ
モ
ア
は
、
三
田
山
上
で
「
独
立
の
大
学
慶
應
義
塾
」

と
題
し
て
演
説
し
、
福
澤
諭
吉
が
「
政
府
の
掣せ
い

肘ち
ゅ
う

か
ら
全
く
自
由
で
あ
る

学
府
」
と
し
て
慶
應
義
塾
を
設
立
し
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
が
、
ま
も

な
く
国
家
が
義
塾
に
も
重
く
の
し
か
か
る
時
代
が
到
来
し
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
進
ん
で
工
業
大
学
を
開
設
し
つ
つ
義
塾
の
教
育

理
念
を
守
り
抜
い
た
先
人
の
苦
闘
の
歴
史
に
敬
意
を
表
し
、
私
た
ち
も
そ

の
理
想
を
受
け
継
い
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
部
開
設
１
２
５
年
を
迎
え
て

◉
常
任
理
事
　
長は

谷せ

山や
ま　

彰あ
き
ら

演
説
館

福
澤
先
生
と
そ
の
門
下
生
た
ち
は
、

西
洋
の
ス
ピ
ー
チ
、デ
ィ
ベ
ー
ト
を
研
究
し
、

わ
が
国
の「
演
説
」を
創
始
し
ま
し
た
。

三
田
演
説
館
は
、明
治
８
年
に
開
館
し
た

日
本
最
初
の
演
説
会
堂
で
す
。


